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　レーザー出力を制御する最も簡単な方法は、その利得媒質に対する励起光出力を制御させることです。固体レー
ザーではレーザーダイオードの電流値を可変することで出力調整を行うことができます。しかしながら、このよう
な電流制御の方法は、下記の理由により、滑らかで連続的なレーザー出力制御をすることができません。

　レーザダイオードの電流値を変化させると、レーザーダイオードの温度シフトがなされ、伝導帯と価電子帯との
間のバンドギャップが変化します。そのためレーザーダイオードの中心波長がシフトし、固体レーザー媒質が最適
化された状態から外れるためです。CW動作の場合、この一連の事象はレーザー出力の変動をもたらし、出力を再
び安定させるのに時間を要します。
　パルスレーザー（例えば受動Qスイッチ）の場合には、出力パワーの変動のみならず、繰返し周波数及びパルス
幅に変化を生じます。
　さらに、動作中におけるレーザーダイオードの電流値の変化は、レーザーダイオードの劣化をもたらします。[1]
そのため、出力制御は電流変化の少ないアプリケーションでのみ有効です。

　このため、外部からのレーザー出力制御が最も一般
的な方法になります。例えば、吸収型ガラスフィル
ターは、比較的低出力のビームを減衰させるのに有用
で、ナノ秒の範囲内で最大1 J / cm²のエネルギー密度
まで耐力を持ちます。 NDフィルタは、紫外から近赤
外までの広いスペクトルにわたって均一な減衰が可能
です。
　一方、反射型フィルターは、レーザー光の一部を反
射して吸収しながらその一部を透過する金属層で構成
されています。反射型コーティングの利点は、フィル
タ断面に沿って金属層の厚さを連続的に変化できるこ
とです。

　偏光を有するレーザー光は、偏光回転子及び偏光子
を操作することで、出力調整を高い分解能で行うこと
ができます。
　偏光回転子は、一般的に偏光を回転させる波長板ま
たは電気光学（EO）変調器です。
次に、ビームは偏光子を透過し、S偏光およびP偏光成
分に分離されます。

レーザーアッテネーターについて
アッテネーターの必要性
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Options of polarization manipulation based attenuator.

[1] photonics.gsfc.nasa.gov/tva/meldoc/sources1.pdf

kantum Electronics Co., Ltd.  www.kantum.co.jp

吸収型アッテネーター

偏光ビームスプリッタ型アッテネーター








